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POLE

カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
大
王
と

ユ
ダ
ヤ
人
女
性
エ
ス
テ
ル
カ

―
．ポ
ー
ラ
ン
ド
の
都
市
の
伝
説
③
ｌ

栗

原

成

郎

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
ュ
ダ
ヤ
人
迫
害
史
の
な
か
の

一
挿
話
を

描
い
た
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
の
映
画

『
シ

ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト
』
を
観
て
か
ら
、
そ

の
撮
影
の
舞
台
と
な

っ
た
ク
ラ
ク
フ
の
カ

ジ
ミ
ェ
シ
ュ
地
区
は

一
度
は
是
非
訪
れ
た

い
と
思

っ
て
い
た
街
で
し
た
。　
一
九
九
八

年
の
八
月
末
か
ら
九
月
初
め
に
か
け
て
ク

ラ
ク
フ
に
お
い
て
国
際
ス
ラ
ヴ
ィ
ス
ト
会

議
が
開
催
さ
れ
た
お
り
、
期
せ
ず
し
て
、

こ
の
ュ
ダ
ヤ
人
街
に
あ
る
ホ
テ
ル
に
十
日

も
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ジ
ミ

ェ
シ

ュ
と
い
う
地
名
は
、
西

ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
迫
害
さ
れ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ

人
に

一
三
二
五
年
に
こ
の
地
区
へ
の
入
植

を
許
可
し
た
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
大
王
の
名
に

因
ん
で
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
十
四
世
紀
後

半
に
は
カ
ジ
ミ

ェ
シ
ュ
は
四
方
を
堅
牢
な

壁
で
囲
ま
れ
、
五
つ
の
門
を
も
つ
、
ク
ラ

ク
フ
と
は
別
個
の
ュ
ダ
ヤ
人
の
小
都
市
と

な
り
ま
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
三
国
分
割

の
の
ち
、　
一
八
〇
〇
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア

が
ク
ラ
ク
フ
市
に
併
合
し
、
街
の
壁
は
取

り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中

ナ
チ
ス

・
ド
イ
ツ
は
ク
ラ
ク
フ
を
占
領

し
、
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
地
区
の
ュ
ダ
ヤ
人
を

ヴ
ィ
ス
ヮ
川
を
越
え
た
ポ
ト
グ
ー
ジ

ェ
に

強
制
移
住
さ
せ
、
さ
ら
に
各
地
の
収
容
所

へ
送
り
こ
み
ま
し
た
。

現
在
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
は

「
歴
史
文
化
地

区
」
と
し
て
廃
墟
の
な
か
か
ら
再
生
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
再
建
さ
れ
つ
つ
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
街

の
広
場
の

一
角
に

「
エ
ス
テ
ル
」
と
い
う

小
さ
な
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
。
九
八
年
の

春
に
新
築
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ

地
区
の
出
来
も
知
ら
な
い
日
本
人
の
旅
行

社
が
予
約
を
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
二
つ

星
ク
ラ
ス
の
小
ホ
テ
ル
に
会
議
に
出
席
す

る
日
本
代
表
団
の
主
力
が
宿
泊
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
同
宿
の
日
本
人
は
十
二

名
で
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
で
北
海
道

ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
の
会
員
に
な

っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
だ
け
の
お
名
前
を
挙

げ
る
と
、
佐
藤
純

一
氏

（
東
大
名
誉
教

授
）
ご
夫
妻
、
灰
谷
慶
三
氏

（北
大
教
授

ご
夫
妻
、
小
原
雅
俊
氏

（東
京
外
国
語
大

教
授
）
、
そ
れ
に
栗
原
夫
婦
。

私
は
、
ホ
テ
ル
に
入
る
前
か
ら
、
エ
ス

テ
ル
と
い
う
名
前
が
気
に
な

っ
て
い
ま
し

た
。
ュ
ダ
ヤ
と
の
関
連
か
ら
旧
約
聖
書
の

上
の
写
真
　
カ
ジ
ミ
ェ
シ

ュ
地
区
の
古
い
シ
ナ

ゴ
グ

（現
在
ュ
ダ
ヤ
博
物
館
）
左
か
ら
佐
藤
純

一
教
授

。
栗
原
夫
婦
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「
エ
ス
テ
ル
記
」
の
物
語
の
ヒ
ロ
イ
ン
の

名
を
と

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
察
し

が
つ
き
ま
し
た
。
エ
ス
テ
ル
は
バ
ビ
ロ
ン

に
捕
囚
と
し
て
連
れ
て
行
か
れ
た
離
散
の

ユ
ダ
ヤ
人
の
家
系
に
属
す
る
が
、
ベ
ル

シ
ャ
王
ク
セ
ル
ク
セ
ス

（
ア
ハ
シ
ュ
エ
ロ

ス
）
の
王
妃
と
な
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
撲
滅
を

企
む
悪
徳
の
大
臣
ハ
マ
ン
を
権
力
の
座
か

ら
失
脚
さ
せ
て
、
同
胞
を
危
機
か
ら
救

っ

た
美
貌
の
女
性
。

ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
の
正
面
の
壁
に
は

一
枚
の
大
き
な
油
絵
が
か
か

っ
て
い
ま
し

た
。
父
親
と
お
ぼ
し
き
老
人
が
若
い
美
し

い
娘
の
肩
を
そ

っ
と
い
だ
き
、
い
と
お
し

げ
に
顔
を
寄
せ
て
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
娘
は
愁
い
に
満
ち

た
目
を
伏
し
目
が
ち
に
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ま
な
ざ
し
は
未
来
を
見
つ
め
て
い
る

よ
う
で
、
左
手
を
父
親
の
愛
に
応
え
る
か

の
よ
う
に
老
人
の
胸
に
当
て
て
い
ま
す
。

画
題
は
じ
る
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ヤ

ン

ｏ
マ
テ
イ
コ

（
一
八
三
八

‐
九
二
）
の

作
で
す
。

私
は
こ
の
絵
に
す

っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
最
初
、
娘
は
エ
ス
テ
ル
で
、

老
人
は
み
な
し
ご
の
彼
女
の
養
父
と
な

っ

た
モ
ル
デ
カ
イ
で
あ
ろ
う
、
と
思

っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
十
日
絵
を
見
て
い
る
う

ち
に
、
こ
の
絵
に
は
、
聖
書
主
題
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
遠
い
旧
約
の
時
代
に
で
は
な

く
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
に
深
く
関
わ

っ
て

い
る
物
語
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
き
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
名
は
り
一Ｒ
と
な

っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
形
は
男
性
名
詞
な
の
で
女
性
を

表
す
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
で
は
聖
書
の
物
語
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
名

は
国
∽一ｏ３

エ
ス
テ
ラ
と
な
り
ま
す
。
そ
の

愛
称
形
は
”
一Ｒ
蜃

エ
ス
テ
ル
カ
で
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
伝
説
に
よ
れ
ば
、
ペ
ル

シ
ャ
王
妃
と
な

っ
た
エ
ス
テ
ル
と
同
じ
よ

う
な
運
命
を
た
ど

っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
が

い
ま
す
。
庶
民
を
愛
し
、
人
種
差
別
を

嫌

っ
た
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
大
三
に
見
そ
め
ら

れ
て
宮
中
に
召
さ
れ
、
王
の
寵
愛
を
得
て

側
室
と
な

っ
た
絶
世
の
美
女
エ
ス
テ
ル
カ

が
そ
の
人
で
す
。
エ
ス
テ
ル
カ
は
二
人
の

王
子
と
二
人
の
娘
を
産
ん
だ
、
と
言
わ
れ

ま
す
。

い
ま
は
詳
し
く
物
語
を
紹
介
す
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史

主
題
を
得
意
と
し
た
マ
テ
イ
コ
の
筆
に
成

る
あ
の
ホ
テ
ル
の
絵
は
、
父
の
意
に
さ
か

ら

っ
て
カ
ジ
ミ

ェ
シ
ュ
大
王
の
後
宮
に
向

か
う
エ
ス
テ
ル
．力
の
新
し
い
人
生

へ
の
旅

立
ち
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
、
と
私
に
は

思
わ
れ
ま
す
。

エ
ス
テ
ル
カ
は
、
聖
書
の
エ
ス
テ
ル
の

イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
合

っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ュ
ダ
ヤ
人
の
守
護
聖
人
的
存
在
と

な

っ
て
い
ま
す
。

（創
価
大
学
教
授
）

左
の
写
真
　
ホ
テ
ル

「
エ
ス
テ
ル
」
の
フ
ロ
ン
ト

の
壁
を
飾
る
ヤ
ン
・
マ
テ
イ
コ
の
絵

総会と懇親会の

お知 らせ

2000‐ 01年度の北海道文化協会総会と

懇親会を下記のように開催します。

皆様お誘い合わせの上お越し下さい。

【日 時】 2000年 10月 13日 (金 )

総 会   6:30～ 7:00
ピアノ演奏 7:00～ 7:20
●ショパン練習曲作品10 No.5 No.6

國谷 聖香

●ショパン練習曲作品10 No.1l No.12

塚原恵美子

会 食   7:30～ 8:45

【場 所】すみれホテル

本L幌市中央区北 1条西 2丁 目

(電話)011‐ 261-5151
【懇親会参加費】4000円
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九
八
年
十
月
協
会
親
善
旅
行
で
の
こ

と
、
夜
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ホ
テ
ル
の
部
屋
で

休
ん
で
い
る
と
、
突
然
の
電
話
、

「
ア
ン

ナ
で
す
。
い
ら
し
ゃ
い
！
十
日
の
五
時
に

ホ
テ
ル
ヘ
行
き
ま
す
の
で
、
待

っ
て
て
下

さ
い
。
私
だ
け
で
な
く
、
懐
か
し
い
人
達

が
集
ま
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
」

「
ど
な
た
が
？
」

「
そ
れ
は
ヒ
ミ
ツ
ー
」

ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
、
北
大
文
学
部
で
勉

強
さ
れ
た
ア
ン
ナ

ｏ
ボ
ジ

ェ
ク
さ
ん
が
ニ

コ
ニ
コ
と

「
お
久
し
振
り
、
お
元
気
で
す

ね
！
」
。
農
学
部
で
研
究
さ
れ
た
ダ
リ
ウ

シ
ュ
・
ビ
エ
ズ
ビ
ツ
キ
先
生
、
文
学
部
で

勉
強
さ
れ
た
マ
リ
ウ
シ
ュ
。
ワ
タ
さ
ん
、

理
学
部
で
学
位
を
と
ら
れ
た
イ
エ
ジ
イ

・

ビ
エ
ズ
ビ
ツ
キ
博
士
が
次
々
と
、

「ヂ

ェ

ン

・
ド
ブ
ル
ィ
、
い
ら

っ
し
ゃ
い
！
」
。

皆
さ
ん
は
ポ
文
協
総
会
の
出
席
経
験
者
ば

か
り
だ
。
ま
ず
は
記
念
撮
影
。

「
富
山
さ

ん
、
外

へ
出
ま
し
ょ
う
。
今
日
の
富
山
さ

ん
は
お
客
さ
ん
で
す
か
ら
…
。
ヴ

ァ
ル

シ
ャ
ヴ
ァ
で
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協

会
の
集
ま
り
を
―
大
学
同
窓
会
を
！
」
。

ま
ず
、
ピ
ー
ヴ
ォ

（ビ
ー
ル
）
で
乾
杯
！

ポ
文
協
万
歳
！
日
本
語
は
我
々
の
テ
ー
プ

ル
だ
け
…
ハ
リ
ー
ナ
熊
倉
さ
ん
は
お
元
気

で
す
か
…
円
山
公
園
の
桜
…
秋
の
大
学
構

内
…
北
海
道
の
大
雪
…
札
幌
の
思
い
出
。

懐
か
し
く
、
楽
し
く
、
そ
し
て
有
り
難
い

タ
ベ
で
あ

っ
た
。
デ

ェ
ン
ク
ー
エ
ン
ｏ
バ

旅の
―
思い出■華

ワルシギワ ポーランド文化協会 乾杯 !

信山富

ル
ヅ
ォ
ー
世
界
は
狭
く
な

っ
た
。
札

幌
で
の
出
会
い
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
再

会
、
不
思
議
な
縁
。
人
生
は
面
白

い
。後

日
、
ハ
リ
ー
ナ

・
Ｊ

‐
イ
ヴ

ァ

ニ
チ
コ
バ
教
授

（
北
大
ス
ラ
ブ
研
）

に
、
こ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
先
生

曰
く

「
何
と
楽
し
い
思

い
で
！

Ｚ
”ヨ
０
一
Ｏ
Ｎ
”ヨ
”
”Ｒ
ｄ
Ｎ
ド
ユ
ｏ
日
０
ぃ，

浄

ｏ
ゝ

ｄ
一
ｏ
も
Ｒ

Ｓ

目

ｏ
Ｎ
ｏ
Ｌ

ｏ
ｌ

・袖

摺

り

合

う
も
他
生
の
縁
」
と
。

二
Ｑ
望

年

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
主
催

ポ
ー
ラ
ン
ド

旅
行
に
つ
い
て

前
四
十
五
号
で
お
知
ら
せ
し
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
旅
行
の
内
容
が
少
し
変
わ
り
ま

し
た
。

①
出
発
予
定
日

九
月
下
旬
↓
八
月
下
旬

②
宿
泊
地
変
更

ザ
コ
パ
ネ
ニ
泊
↓
ク
ラ
コ
フ
ニ
泊

に
変
更
し
ま
す
。

な
お
詳
し
い
内
容

・
費
用

・
申
し
込

み
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
次
号
で
ご

案
内
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
た
の
し
い
で
す
よ
。

V●レ
～
■レ

～
■b～■b～4●

^4D^た
●
^´

●
^´

●´゛■νV●νV●レ
～

■b^4●
^´

●ハ´●′y■レV●ν■― ヽ―・
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こ
の
た
び
、
日
本
ポ
ー
ラ
ン
ド
協
会
関

西
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、

「ポ
ー
ラ
ン
ド
料

理
レ
シ
ピ
集

パ
Ｃ
の
目
Ｚ
Ｈ＞

「
Ｏ
ｒ
∽
【
＞
」

が
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
二
十

一
日
に
発
行

さ
れ
ま
し
た
。

お
料
理
は
、
関
西
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン

バ
ー
で
実
際
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
滞
在
、
旅

行
し
た
経
験
の
あ
る
方
達
、
ま
た
関
西
地

区
に
在
住
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
方
々
に
よ

っ

て

一
つ
ず
つ
実
際
に
作
ら
れ
て
、
詳
し
い

説
明
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

（例
会
と
し
て

お
料
理
講
習
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
）

三
十
四
の
レ
シ
ピ
と
、
お
料
理
に
ま
つ

わ
る
エ
ッ
セ
イ
、
ポ
日
食
材
辞
典
な
ど
、

楽
し
い
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
総
カ

ラ
ー
、
全
七
十
六
頁

（
Ｂ
５
版
）
で
す
。

限
定
三
百
冊
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

下
記
ま
で
、
ど
う
ぞ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

。じやがいものコピトゥカ豚肉ソース添え
・ じやがいものプラツキ (=パンケーキ)

・サワークラウトのピェロギ
。牛肉のロール煮込み
。シャルロ 力ヽ (=り んごのケーキ)

。
「ポーラントのクリスマス」

。「ポーラントの復活祭」
・赤かぶのスープ聖夜風
。赤かぶの温野菜
・ピエルニック
・豚肉のフルーツ詰め焼き
。マコーヴィエッツ
・ ビゴス

`2ノ・詰めたまご
。ファボルキ
・ガぐンチキ
。セルニック
。「ポーラントの四季と自然」

。
「お料理講習会について」

。
「ポ日食材辞典」

g     ′
。
「発刊にあたって」

。「ポーラントの料理」
。
「ポーラントの暮らし」

・豆のスープ

・ ミゼリア
・ポロネギのサラダ
・レタスとピーマンと白チーズのサラダ
・カリフラワーのサラダポーラン ド風
・野菜スープ
・豆とサワークラウトの煮込み
・ポーラン ド風グリーンサラダ
・お米のサラダ
・ビゴスrFノ

。けしの実の トルテ コー ヒークリーム添え
・にんじんとりんごのリラダ
。にんじんとりんごと西洋わさびのサラダ
。鶏レバーのパテ
。牛肉のソテー
・マッシュルームのフライ
・ トマ トと玉ねぎのサラダ
・「ポーランド食生活のこころ」

「ポ
ー
レ
」
編
集
委
員
会

小
笠
原
正
明

・
斎
田
道
子

佐
々
木
保
子

上
品
岡
美
保

三
浦
　
洋

〔連
絡
先
〕

．６
２
１

‐
１
７
３
８

（斎
田
）

☆価格・…………一般は1冊 (直接手渡 し)一―-1,800円

(郵送)-2,000円
☆お申し込みは下記へ。代金と引き替えにてお渡 し。
郵送の場合は、連絡の上、代金をお振 り込み下さい。
入金を確認後、ご送付いた します。    ′

【申込先】〒669‐ 1132 西宮市名塩南台4‐ 5‐ 4(藤井)

TEWFAX:o797‐ 61‐0377
e‐mail:tmfuiii@pop21.odn.ne.ip

【振込先】郵便局 Oo920,6‐ 159945
日本ポーラン ド協会関西センター 編集委員会
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